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おで、 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 障害児基礎教育研究会では、毎月１回 事例研究会を開催しております。ご興味のある方は、お近くの会員又

は下記お問合わせ先までご連絡ください。 

第３６６回 定例会  令和７年９月２０日（土）15：00～１７：００ 

                          オンライン開催 

*会員には、メールでＩＤが届きます。非会員で参加ご希望の方は、ホームページ最下段の「会

員登録/書籍注文/お問い合わせ」よりお申し出ください。 

年中児 Aさんの人や物への関わりを広げるアプローチの検証 

～２年間の関わりを通して～ 

発表者： 新城 理奈 （現 沖縄県立沖縄ろう学校 幼稚部教諭 

前 沖縄県立宮古特別支援学校 幼稚部教諭） 

 

 

   

 

障害児基礎教育研究会（水口研） 

第３６6回定例会のお知らせ 

障害児基礎教育研究会 代表 吉瀬正則  

＜幹事＞根本 文雄   （教材製作会 学習会） 

加部 清子   （案内状発送 神奈川県立平塚ろう学校） 

比嘉 展寿   （国立大学法人 琉球大学大学院教育学研究科） 

長沼 潤子   （案内状作成 東京都立中野特別支援学校） 

金子 記美恵 （各種連絡調整 東京都立鹿本学園） 

立松 英子   （WEB担当 全国療育相談センター） 

お問合わせ先：障害児基礎教育研究会 HP https://kisoedu.jp/  

＜発表者より一言＞ 

発表者の前任校である知的障がい特別支援学校幼稚部での実践です。 

年中児で幼稚部へ入学した A さんは、YouTube で童謡の動画を見ることが大好きな

男の子です。しかし、好きな遊びは少なく、教室の中をとにかく走る走る！教師が関わ

りをもとうと近づくと何かを察して「ピューン」とすり抜けてどこかへ走って行ってしま

う毎日。どのように関われば Aさんの人や物への関わりを広げられるのかを模索した２

年間の取り組みを、写真や動画を通して振り返りながら、参加者のみなさまと意見交換

できればと思っています。 
 

 

 

 

 

 

 １１月２日沖縄で開催する教材工夫展の実践

発表の事前発表となります。よい発表となる

よう皆さんで一緒に考えていきましょう。 


